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令和５年度事業報告書 

 

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人 

まちづくり機構ユマニテさが 

１ 事業の成果 

中心市街地整備推進機構として発足以来、当法人の基本方針としている（１）住む人を増やす、

（２）来る人を増やす、（３）まちづくりに参画する人を増やす、（４）活動の強化、に沿って事

業を実施した。 

「住む人を増やす」については、平成１２年を底として、中心市街地の定住人口は平成２９年

まで毎年度増加し、その後は多少の増減で推移しているが、街の活性化のためにはより多くの定

住人口が必要なことから、それに向けた取組を行った。 

「来る人を増やす」については、令和５年度は新型コロナウイルス感染症の影響からの回復が

みられるが、コロナ前の状態には戻っていない。街が賑わうためには、来る人を増やすことが必

要であることから、その実現に向けて引き続き集客力の高い取組を行った。 

「まちづくりに参画する人を増やす」については、より多くの人々がまちづくりに参画すれば、

それだけ街に愛着をもってくれる人が増えることにつながることから、自主的にまちづくりに参

画する人を増やす取組を行い、次世代の担い手となる若い人材の育成を図った。 

「活動の強化」については、自主事業として、共通サービス券事業やえびす駐車場事業等を行

った。また、活動基盤の強化に向けて、印刷事業等の強化とともに、会員・理事に情報提供をす

ることで積極的な参加を促した。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

特定非営利活動に係る事業 

①中心市街地の活性化に関する普及・啓発事業 

②中心市街地の整備改善に資する建築物等の施設の整備及び管理事業 

③良好な市街地を形成するためのまちづくりに関する事業 

④中心市街地の整備改善に関する調査研究事業 

⑤中心市街地の歴史、伝統、文化、芸能、芸術及び名物の保存・育成を図るための事業 

⑥中心市街地の環境整備及び環境保全に関する事業 

⑦中心市街地公共空地の管理事業 

⑧中心市街地住民の生活の安全と利便性を確保する事業 

⑨中心市街地の整備改善を図るために有効な土地の取得、管理及び譲渡する事業 

⑩中心市街地の商業の充実を図るための事業 

⑪中心市街地の整備改善に関する事業を行う者に対する情報の提供、相談又は援助事業 

⑫その他定款第３条の目的を達成するために必要な事業 

 

その他の事業 

①駐車場業 

②不動産仲介業 
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（１）特定非営利活動に係る事業 

事業名 

（定款に記

載 し た 事

業） 

具体的な事業内容 

(A) 実施日時 

(B) 実施場所 

(C) 従事者数 

(D) 受益対象者の範

囲 

(E) 人数 

 

事業費の金額 

（千円） 

① 中 心 市

街 地 の 活

性 化 に 関

する普及・

啓発事業 

 

 

街なかかわらばん発行事業 

紙媒体（隔月発行）と WEB（ホー

ムページやインスタグラム、フェイス

ブックページ等）で、店舗情報を中

心に、街なかの日常を発信し続けて

いる。メディアの魅力がさらに向上

し、市民ライター希望者も増加する

など好調を維持している。また WEB

のアクセス数は開設以来、毎年漸増

している 

(A) 通年 

(B) 中心市街地内 

(C) １人 

(D) 中心市街地に関

わる者 

(E) 不特定多数 

  2，447 

ホームページ運営事業 

 昨年に引き続き、ホームページとフ

ェイスブックに情報を発信し細かなフ

ォローを実施した。街なかかわら版と

の連携を強化し、アクセス数の向上

に努めた。またインスタグラムを新た

にスタートしイベント情報などより細

かく発信を行った。 

(A) 通年 

(B) 当法人事務所 

(C) 2 人 

(D) 全国のインター

ネット利用者 

(E) 不特定多数 

445 

電波媒体による情報発信 

ぶんぶん TV の「街なか情報」出

演や FM 佐賀にイベント情報の告知

を依頼する等、広報活動を行った。 

(A) 通年 

(B) 中心市街地内 

(C) 3 人 

 

(D) 佐賀市。コミュニ

ティ FM は旧市街

地・小城地区 

(E) 不特定多数 

372 

駅前時計台垂れ幕 

 駅前まちかど広場内の時計台に看

板を設置し、中心市街地で開催され

るイベント情報を提供した。 

(A) 通年 

(B) 駅前  

(C) 1 人 

(D) 中心市街地に関

わる者 

(E) 不特定多数 

927 

① 中心市街地の活性化に関する普及・啓発事業     （事業費合計） 4，191 

② 中 心 市

街 地 の 整

備 改 善 に

資 す る 建

築 物 等 の

施 設 の 整

備 及 び 管

理事業 

 

 

街なか遊休不動産活用促進事業 

空き家等マッチング支援事業を統

合し令和 2 年度新規実施。遊休不

動産の所有者に対し、その活用に

対する意識啓発を図るとともに、その

活用促進を行った。 

事業者からの相談受付、空き店舗

見学会の企画・運営、支援体制の構

築・運営等、遊休不動産の発掘・案

内等、支援制度にかかる広報・啓発

等を行った。 

(A) 空き店舗見学会 

13 回目 令和 5 年 5

月 23 日、14 回目 令

和 5 年 7 月 28 日、

15 回目 令和 5 年 9

月 26 日、16 回目 令

和 5 年 11 月 28 日、

17 回目 令和 6 年 1

月 30 日 、18 回目 

令和 6 年 3 月 25 日 

(B) 中心市街地内 

(C) 1 人 

(D)物件活用希望者 

(E) 37 人  
2，618 
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 わいわい!!コンテナ２管理運営事業 

積極的にイベント、ワークショップ

を行い、呉服元町の近隣店舗と連携

した「どまんなか」等のイベントの流

れでコンテナへ足を運んでいただ

き、来館者数は昨年度以上の実績

を残すことができた。また地元の高

校生を交えたワークショップ等を行

い、コミュニティ組織の連携及び育

成を実施する事ができた。 

(A) 通年 

(B) 呉服元町 

(C) 2 人 

(D) コンテナ来場者 

(E) 62，771 人 

 

12，540 

まちなか交流広場管理事業 

街なか交流広場（６５６広場）の指

定管理者として施設を管理し、イベ

ント開催等活動促進を図った。平日

に関してはコロナ禍前に利用されて

いた方が利用を再開しはじめた事で

稼働日数も利用者数も目標を達成

する事ができた。 

 

(A) 通年 

(B) 呉服元町 

(C) 3 人 

(D)広場の利用者及

び観客 

(E)  36，225 人 

4，746 

佐賀商工ビル管理事業 

佐賀商工ビルの運営管理をユマニ

テさがのスタッフが一部担うことによ

り、街づくりの連携強化を図った。 

 

(Ａ) 通年 

(Ｂ) 白山二丁目 

(Ｃ) 1 人 

 

(Ｄ) 市民 

(Ｅ) 不特定多数 
3,308 

② 中心市街地の整備改善に資する建築物等の施設の整備及び管理事業 23,212 

③ 良 好 な

市 街 地 を

形 成 す る

た め の ま

ちづくりに

関 す る 事

業 

共通駐車サービス券事業 

中心市街地内の３５か所の駐車場

と契約し、サービス券登録の商店で

買物した客の駐車利便性を向上さ

せるため事業を実施した。新たに駐

車券を利用する登録店舗も増加し

た。 

(A) 通年 

(B) 中心市街地 

(C) 2 人 

(D) サービス券利用

登 録 店 舗 で の 利

用客 

(E) 不特定多数 

2,739 

③ 良好な市街地を形成するためのまちづくりに関する事業 2，739 

④ 中 心 市

街 地 の 整

備 改 善 に

関 す る 調

査 研 究 事

業 

未実施    

④ 中心市街地の整備改善に関する調査研究事業  

⑤ 中 心 市

街 地 の 歴

史、伝統、

文 化 、 芸

能 、 芸 術

及 び 名 物

の保存・育

成 を 図 る

た め の 事

業 

バルーンフェスタサテライトイベント 

佐賀インターナショナルバルーン

フェスタが、４年ぶりに海外選手を受

け入れて開催され、多くの観光客の

街なかへの誘引につなぐことができ

た。また、地域住民の方も楽しめるよ

う、マルシェイベントや街なか遊園地

などのイベントを多数開催した。 

 

 

(A) 令和 5 年 11 月 3

日～11 月 5 日  

(B) 656 広場、新馬

場通り芝生広場 

(C) 3 人 

 

 

(D) 来場者 

(E)  4,783 人 

 

 

1,611 
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 BOOK マルシェさが事業 

本を媒介にした人と人の出会い、

本の楽しさ面白さを発見することによ

る文化の底上げを図った。 

初めてのバルーン期間に合わせ

た実施でしたが古本市出店者は過

去最多となり、また、トークショーは予

約開始1 時間で満席となりました。子

供向けの影絵も大盛況でした。 

 

(A) 令和 5 年 10 月 4

日、5 日 

(B) 呉服元町 

(C) 5 人 

(D) 出店者・来店者 

(E)  1，000 人 
2,482 

佐賀城下ひなまつり賑わいづくりイ

ベント 

 街なかの賑わいづくりを目的

に、佐賀城下ひなまつりの開催

に合わせて、令和６年２月１０

日（土）から３月２０日（水・

祝）までの期間、中心市街地の

エリア内で開催した。 
 

(A) 令和 6 年 2 月 10

日～3 月 20 日 

(B) 呉服元町、白山

ほか中心市街地 

(C) 4 人 

(D) 来訪者 

(E)  3,588 人 

1,845 

ほとめきぶらり旅 

佐賀の街なかで活動するプレイヤー

の発掘や街なかへの誘客につなげ

ることを目的に、街なかを散策し佐

賀の街なかの魅力（人、街並み、歴

史、お店、グルメ）を知ってもらう機会

を提供した。 

 

（A） 令和 6 年 3 月 16

日 

（B） 中心市街地内 

（C） 2 名 

 

（D） 県内外の応募者 

（E） 28 人 

962 

⑤ 中心市街地の歴史伝統、文化、芸能、芸術及び名物の保存・育成を図るための

事業 

6,900 

⑥ 中 心 市

街 地 の 環

境 整 備 及

び 環 境 保

全 に 関 す

る事業 

未実施  

 

  

⑥ 中心市街地の環境整備及び環境保全に関する事業  

⑦ 中 心 市

街 地 公 共

空 地 等 の

管理事業 

６５６広場横芝生広場管理 

 旧オギハラ跡の芝生広場を６５６広

場利用者の駐輪場として管理した。 

(A) 通年 

(B) 呉服元町６５６広

場南側 

(C) 1 人 

(D) 地域住民及び６

５６広場利用者 

(E) 不特定多数 

377 

⑦ 中心市街地公共空地等の管理事業 377 

⑧ 中 心 市

街 地 住 民

の 生 活 の

安 全 と 利

便 性 を 確

保 す る 事

業 

未実施    

⑧中心市街地住民の生活の安全と利便性を確保する事業 
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⑨ 中 心 市

街 地 の 整

備 改 善 を

図 る た め

に有効な 

土 地 の 取

得 、 管 理

及 譲 渡 す

る事業 

未実施    

⑨中心市街地の整備改善を図るために有効な土地の取得、管理及譲渡する事業  

⑩ 中 心 市

街 地 の 商

業 の 充 実

を 図 る た

めの事業 

 

得するまちのゼミナール 

 商業者が講師となって、専門知識

やプロならではのコツ等を無料で提

供する少人数制の講座。商店と消費

者のコミュニケーションの質向上を狙

ったゼミナールを実施した。通算 9

回を数える。 

(A) 【第 9 回】 

参加店募集説明会 

第 1 回：令和 5 年 7

月 4 日、第 2 回：令

和 5 年 7 月 24 日 

直前説明会 

令和 5 年 9 月 6 日 

ゼミ開催 

令和 5 年 9 月 28

日～10 月 27 日 

結果報告会 

令和 5 年 12 月 19

日 

(B)佐賀商工ビル、中

心市街地 

(C) 1 人 

(D) 地域住民及び来

街者 

(E)  259 人 

1，877 

エスプラッツ誕生祭 

佐賀城下栄の国まつりの開催に

合わせて、エスプラッツビルの再開

を記念して実施している恒例イベン

ト。 

(A) 令和 5 年 8 月 5

日・6 日 

(B) エスプラッツ 

(C) 4 人 

(D) 地域住民及び来

街者 

(E) 8，300 人 

1,204 

第１7 回楠の杜手づくり市事業 

 全国の手づくり作家が集まる手づく

りアートフェスタ。過去最高の出展応

募を得て開催した。当日は気温が低

く少し肌寒い中での実施となり昨年

より少し来場者が少なかったが訪れ

た方の満足度は高く買物を楽しんで

頂けた。ひなまつりイベントにあわせ

て開催し、街なかの回遊性向上につ

ながった。 

(A) 令和 5 年 3 月 2

日、3 日 

(B) 八幡神社境内 

(C) 6 人 

(D) 出店者、来訪者 

(E) 1,756 人 
2,560 

戦略的商機能等集積支援事業 

 年間を通して出店者を募集し、審

査を行い、合格者に対して一部改装

費補助を行う事業。本年は 2 店舗が

合格、出店した。 

(A) 通年 

(B) 中心市街地内 

(C) 1 人 

(D) 中心市街地で出

店を希望する者 

(E) 不特定多数 

3,836 

街なか出店伴走支援事業 

商店主向けのスタートアップ支援

事業。中心市街地の空き店舗で商

売を実践しながら毎月の経営支援

プログラムを受講させ独り立ちを支

援した。 

(A) 通年 

(B) 佐賀市白山 

(C) 1 人 

 

 

(D) 県内外の新規起

業を志す未経験又

は経験の浅い商業

者 

(E) 支援対象の出店

者 2 店舗 

2，231 
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バル WEEK さが２０２４ 

 中心市街地の飲食店の食べ歩き・

飲み歩きイベント。参加店の新規開

拓に寄与するとともに、街なかの活

性化を進めることが狙い。参加店一

店舗あたりの経済効果、参加店の機

運、事務局運営の効率化をそれぞ

れ高めることができた。 

(A) 令和 6 年 2 月 10

日～2 月 25 日 

(B) 中心市街地内 

(C) 1 人 

(D) 市民 

(E) パスポート販売

冊数 875 冊 

755 

銀天夜市協賛事業 

56 回目を数える商店街の恒例イ

ベント。主に銀天夜市期間中に６５６

広場で実施するイベントの企画実施

や協力支援を行った。 

(A) 令和 5 年 7 月 8

日・15 日・22 日・29

日、8 月 5 日 

(B) 656 広場 

(C) 1 人 

(D) 市民 

(E)  4,300 人 
354 

えびすビアパーティー 

コロナ禍における入場制限などを

なくし開催し、街なかへの誘客効果

を上げる事ができた。 

(A) 令和 5 年 7 月 26

日 

(B) 656 広場 

(C) 5 人 

(D) 市民 

(E) チ ケット販売冊

数 593 冊 

 

1,035 

中央大通り賑わい創出事業 

 中央大通りエリアの日常的かつ継

続的な賑わい創出に寄与するイベ

ント等を開催する主体を支援するこ

とにより、主体的に活動するプレイヤ

ーを増やし、中央大通りエリア及び

中心市街地の活性化を図ることを目

的として、実施団体等への補助、支

援を行った。 

①有限会社旭屋 

（A）令和 5 年 9 月 18

日 

（ B ） 唐人 町 緑道 広

場 、 656 広 場 、

ARKS 

（C）有限会社旭屋 

 

②ストリート音楽祭 

（A）令和 5 年 11 月 3

日、12 月 9 日 

（B）唐人町緑道広

場、中央大通り各

所（アリエスビル、

唐人町まちかど広

場、ランパーダ） 

（C）唐人町商店街

振興組合 

 

③駅前ビアガーデン

からの中央大通り賑

わいプロジェクト 

（A）令和 5 年 10 月 1

日～令和 6 年 1 月

15 日 

(B)佐賀駅前交流広

場、駅前 Rivet、中

央大通り各店舗 

(C)株式会社Ｍ.Ｏ.Ｌ.

Ｅ 

 

④日韓美容文化フェ     

ア 

（A）令和 5 年 12 月  

16 日 

（B）唐人町緑道広

場、エッジ国際美

(D) 市民 

(E) 参加者 1,653 人 
3，394 
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容専門学校 

（C）学校法人前田

文化学園 

 

⑤スケートボード

で唐人町に若者を

呼び込もう！ 

（A）令和 6 年 2 月  

25 日 

（B）唐人町緑道広

場 

（C）佐賀市スケー

トボード連盟 

学生チャレンジマルシェ事業 

 佐賀市を中心とした県内の学生の

学外活動を支援した。高志館高校

による生産物の販売会を開催。佐賀

玉屋とわいわい!!コンテナ２と２か所

で実施した。 

(A) 令和 5 年 4 月 29

日、6 月 3 日 

(B)佐賀玉屋南館西

側アーケード、わ

いわい！！コンテ

ナ２ 

(C) 1 人 

(D) 高志館高校 

(E) 1，000 人 
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街なかリーディング 

ＳＡＧA アリーナにイベント参加者に

対してい街なかの駐車場を無料開

放する事でイベント前後での街なか

の消費・回遊を楽しんでもらう賑わい

効果を検証した。 

（A） 令和 6 年 12 月 9

日 、 10 日 、 23

日、24 日、1 月

12 日、14 日 

（B） 中心市街地内 

（C） 2 名 

(D) 県内外の駐車場

利用者と中心市街

地内のサガマチラ

ンデブー参加店 

(E) 1,147 人  

4，958 

⑩中心市街地の商業の充実を図るための事業 22,281 

⑪ 中 心 市

街 地 の 整

備 改 善 に

関 す る 事

業を行う者

に 対 す る

情 報 の 提

供 、 相 談

又 は 援 助

事業 

古賀ビル管理事業 

 佐賀県が進める「地方創生事業」

の一環として「デジタル・ハリウッド」

がオープンした。当法人はオーナー

から物件を借り、転貸を実施してい

る。 

 

(A) 通年 

(B) 中心市街地内 

(C) 2 人 

(D) 中心市街地に出

店を考える商業者

及び建物所有者 

(E) IT 技術を習得し

たい不特定多数 

2,173 

⑪中心市街地の整備改善に関する事業を行う者に対する情報の提供、相談又は援

助事業 
2,173 

⑫ そ の 他

定 款 第 ３

条 の 目 的

を 達 成 す

る た め に

必 要 な 事

業 

のまん缶太事業 

飲料水の街づくり支援自動販売

機を設置し、来街者の利便性向上を

図った。 

(A) 通年 

(B) 中心市街地内 

(C) 2 人 

(D) 市民 

(E) 不特定多数の購

買者 

935 

本部会計事務費 

 人件費や租税公課、交際費等ＮＰ

Ｏの活動に必要な補助的経費の管

理。 

(A) 通年 

(B) 中心市街地内 

(C) 1 人 

(D) 市民 

(E) 不特定多数 
170 

⑫その他第３条の目的を達成するた

めに必要な事業 

  1,105 
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（２）その他の事業 

事業名 

（定款に記載した

事業） 

具体的な事業内容 

(A) 実施日時 

(B) 実施場所 

(C) 従事者数 

支出額 

（千円） 

① 駐車場業 

 

えびす駐車場事業 

駐車場を経営し、来街者の利便性、快

適性を高め、サービスの向上を図るととも

に、得られた収益を特定非営利活動費に

充当する 

(A) 通年 

(B) 松原一丁目 

(C) 2 人 

15,696 

佐野駐車場事業 

駐車場を経営し、来街者の利便性、快

適性を高め、サービスの向上を図るととも

に、得られた収益を特定非営利活動費に

充当する 

(A) 通年 

(B) 松原二丁目 

(C) １人 

1,371 

① 駐車場業 17,067 

② 不 動産 仲 介

事業 

未実施   

 


